
　

県
内
で
は
、
明
治
中
期
か
ら
修

学
旅
行
が
実
施
さ
れ
た
記
録
が
あ

り
ま
す
が
、
時
代
と
と
も
に
、
ま

た
校
種
に
よ
っ
て
行
き
先
や
目
的

は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
明
治
時

代
か
ら
現
代
ま
で
、
福
井
の
子
ど

も
た
ち
が
体
験
し
た
修
学
旅
行
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。　
　
　

※
関
連
イ
ベ
ン
ト「
記
念
講
演
会
」

「
ミ
ニ
新
幹
線
体
験
」
な
ど
詳
細

は
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

「
イ
チ
ョ
ウ
の
精
子
」
の
存
在

を
世
界
で
初
め
て
顕
微
鏡
で
発
見

し
た
、
福
井
出
身
の
平
瀬
作
五
郎

は
、
東
大
に
採
用
さ
れ
る
前
は
岐

阜
で
教
員
を
し
て
い
ま
し
た
。　

　

一
八
八
五
（
明
治
18
）
年
、
福
井

に
帰
省
し
た
際
、
敦
賀
港
で
汽
船

を
初
め
て
見
ま
し
た
。
そ
の
見
聞

を
学
校
に
戻
り
、
生
徒
に
話
し
て

も
海
や
船
を
見
た
こ
と
が
な
い
の

で
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。　

　

そ
こ
で
平
瀬
は
、
生
徒
を
引
率

し
て
「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」

と
ば
か
り
旅
行
を
実
施
。
各
々
見

聞
し
た
成
果
を
歴
史
部
・
地
理
部

な
ど
に
ま
と
め
さ
せ
ま
し
た
。　

　

後
に
森
有
礼
文
部
大
臣
が
、
そ

の
紀
行
記
を
激
賞
し
た
記
録
も
残

っ
て
い
ま
す
。
最
初
の
修
学
旅
行

と
し
て
は
、
東
京
の
高
等
師
範
学

校
の
記
録（
明
治
19
年
）
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
よ
り
古
い
こ
の
旅
行

が
最
初
の
修
学
旅
行
で
は
な
い
か

と
言
う
説
も
あ
り
ま
す
。

　

一
八
九
〇
（
明
治
23
）
年
４
月

に
、
福
井
尋
常
中
学
校
の
生
徒
た

ち
が
東
京
へ
修
学
旅
行
に
出
か
け

ま
し
た
。
当
時
ま
だ
、
福
井
ま
で

鉄
道
が
開
通
し
て
い
な
か
っ
た
の

で
敦
賀
ま
で
一
日
半
歩
き
、
行
き

は
米
原
ま
で
汽
車
、
そ
の
後
徒
歩

と
船
で
四
日
市
・
横
浜
経
由
で
四

日
間
か
け
て
上
京
し
ま
し
た
。　

　

東
京
で
は
内
国
勧
業
博
覧
会
を

見
学
し
た
後
、
当
時
帝
国
大
学
初

代
総
長
で
あ
っ
た
渡
辺
洪
基（
現
・

越
前
市
出
身
）
に
面
会
、ま
た
福
井

藩
16
代
藩
主
の
松
平
慶
永
（
春
嶽
）

（
こ
の
年
の
６
月
亡
く
な
る
）
に
も

面
会
し
て
激
励
を
受
け
て
い
ま

す
。
東
京
に
は
８
泊
し
、
帰
り
は

陸
路
を
新
橋
、
名
古
屋
、
米
原
、

敦
賀
と
鉄
道
を
使
い
ま
し
た
。
福

井
へ
は
、
徒
歩
で
一
日
半
か
け
途

中
大
雨
に
遭
い
よ
う
や
く
戻
り
ま

し
た
。
こ
れ
が
東
京
へ
初
の
14
日

間
の
修
学
旅
行
の
様
子
で
す
。

　

東
海
道
新
幹
線
が
開
通
す
る
ま

で
、
関
東
方
面
へ
の
修
学
旅
行
は

信
越
線
経
由
で
上
野
着
か
、
東
海

道
線
経
由
で
品
川
着
の
夜
行
列
車

が
主
で
し
た
。　
　
　
　
　
　

　

一
九
六
三（
昭
和
38
）年
の
福
井

市
明
道
中
学
校
の
学
校
新
聞
に

は
、
そ
の
日
程
と
修
学
旅
行
の
思

い
出
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

修
学
旅
行
の
思
い
出
「
車
中
で
」

　

夕
方
６
時
８
分
、
列
車
は
福
井

駅
を
発
車
、
多
数
の
父
兄
が
笑
顔

で
手
を
振
っ
て
い
る
。
短
い
時
間

で
は
あ
る
が
、
別
れ
の
光
景
で
あ

る
。
列
車
に
乗
り
、
制
服
を
体
操

ズ
ボ
ン
な
ど
に
着
替
え
る
。
（
略
）

　

電
灯
が
消
え
、
寝
る
時
間
が
き

た
。
全
然
寝
ら
れ
な
い
。
列
車
は

一
生
懸
命
眠
ろ
う
と
し
て
い
る
人

を
乗
せ
て
、
東
京
へ
向
か
っ
て
い

る
。
こ
う
し
て
僕
た
ち
は
朝
早
く
、

品
川
駅
に
着
い
た
の
だ
っ
た
。


